
(33.1%) 

(5.8%) (33.2%) 

絶対評価と相対評価の分布の遣い(例)
① 

集団内における相対的位置筒烹索前 卒業(予定)年� 
( 9教科会計の平均〕� 

2002年春� 
(27.0) 

一層努力

を要する� 
(4.8%) 

(5.2%) (35.1%) 

(5.5%) (33.8%) 

(33.4%) 
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2004年春� 

(30.6) 

2005年春� 
(30.7) 

2006年春� 

(30.6) 

2007年春� 
(30.6) 

2008年春(5.G%)1~~川 (33.0%) (33.5%) 

が

(30.71 

2009年春� 

(30.6) 

2010年春� 
(30.6) 

(33.0%) 

(33.0%) 

目標の到達度

※絶対評価� 5""-'1の各評定下の内の%は，神奈川県内公立中学校の2004年春""-'2010年春

卒業予定者の第� 3学年� 2学期の各評定の割合(9教科平均)� (2003年春は公表されていません)� 


